
 

 

 

 

下水道事業費特別会計 



L■⑥ Ｌ■⑪ ｕ●ＯＤ● 

歳入歳出予算事項別明細書
1.総括

【歳入】

(単位：千円）

－２１９－ 

款 本年度予算額 前年慶子算額 比較

1.分担金及び負担金 ７２，６２３ ８８ Ｐ ７２７ －１６ 104 

2.使用料及び手数料 ３０３ 、 ３６１ ２５３ 、 １３９ ５０ ２２２ 

3.国庫支出金 ２２２ 、 ９５０ １６０ １８０ ６２ 、 ７７０ 

4.繰入金 ５７６ 、 ９３７ ８３２ ０６１ －２５５ 、 １２４ 

5.諸収入 ７３ 、 ３２６ ７９ ? ３１１ ５ ウ ９８５ 

6.市償 ８５９ P ３００ ６１８ Ｐ ４００ ２４０ 、 ９００ 

歳入合計 ２ 、 １０８ P ４９７ ２ 、 ０３１ 、 ８１８ ７６ Ｐ ６７９ 



－２２０－ 

賎出】

(単位：千円）

■■ の回￣句いむ

▽~ 

敦 本年度予算額 前年鹿予算額 比較

本年度予算額の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

1.下水道費 1,101,326 1,021,328 79,998 222,950 539,300 284,240 54,836 

2.公債費 1,005,171 1,010,490 -5,319 320,000 165,067 520,104 

３６予徽愛 2,000 ０ 2,000 2,000 

歳出合計 2,108,497 2,031,818 76,679 222,950 859,300 449,307 576,940 



b■■ 、● ■■U､、

２．歳入

（款）１．分担金及び負担金 (項）1．負担金 (単位：千円）

(款)２．使用料及び手数料 (項）１．使用料 (単位：千円）

－２２１ 

目 本年度 前年度 比較
節

区分 金額
説明

１.受益者負担金

句

72,623 88,727 -16,104 1.現年度分

2.識iWi繰越分

71,675 

948 

計 72,623 88,727 -16,104 

目 本年度 前年度 比較

節

区分 金額

説明

1.下水道使用料 303,264 253,055 50.209 1.現年度分

2.滞納繰越分

298,014 

5,250 

計 303,264 253,055 50,ilO9 



－２２２－ 

(単位：千円）(歌）２．使用料及び手数料 (刺２．手数料

(鋤３．国庫支出金 (項）１．国庫補助金 (単位：千円）

の咄｡■ ■DB守乃

目 本年度 前年度 比較
節

区分 金額
説明

1.総務手数料

ｈ■ 

げ

9７ 8４ 1３ 1.督促手数料

2.指定手数料

6７ 

3０ 

I霊薫|ﾄﾞ鶚護ｉ１ｉｌｉ:；
1３ 

５４ 

計 9７ ‐８４ 1３ 

目 本年度 前年度 比較
節

区分 金．額
脱明

1.下水道事業費国庫補助
金

222,950 160,180 62,770 L下水道｡1Ｊ業費補助金 222,950 

下水迩選i鯛萌業騨Ｈ222,950

計 222,950 1600180 62,770 



L缶●■ら 巾｡－｡■

(敦）４．繰入金 (刺1．一般会計繰入金 (単位：千円）

５７６９３７ ８３２０６１ －２５５１２４ 

(歌）５．諸収入 (項）1．延滞金加算金及び過料 (単位：千円）

－２２３－ 

目 本年度 前年喪 比較
節

区分 金額
脱明

1.一般会計繰入金

■ 

■ 

ｂ■ 

576,937 832,061 -255.124 1.一般会計繰入金 576,937 

計 576,937 832,061 -255,124 

目 本年度 前年皮 比較
節

区分 金額
説 明

1.延滞金 Ｉ Ｉ 0 1.延滞金 Ｉ 

,計 １ Ｉ ０ 



－２２４－ 
０『

(Ｈ２位：千円）(歌）５．賭収入 (項）２．貸付金元利収入

微）５．猪収入 頓）３．雑入 (単位：千円）

■■ ｡⑤ ｡⑭一ｍ

目 本年度 前年度 比較
節

区分 金額
説明

1.水洗便所等改造
付金元利収入

資金賃

七巴

73,320 78.754 －５，４３４ 資金賃 73,320 

うじ 金73,319’
利子 １ 

計 73,320 78,754 -5,434 

目 本年度 前年度 比較
節

区分 金 額
説明

1.雑入 ５ 556 -551 L雑入 ５ 

:麗騨慧鎮堂
４ 

１ 

計 ５ 556 -551 



､｡⑪ 山の
ｐ■■● 

(敦）６．市償 (項）１６市償 (単位：千円）

－２２５－ 

目 本年度 前年度 比絞
節

区分 金額
説明

1.下水道率業債

ｂ中

859,300 618,400 240,900 Ｌ公共下水道事業債 859,300 

■ 

計 859,300 618,400 240.900 



－２２６－ 

(単位：千円）

３．歳出

（款）1.下水道費 (項）１.総務管理鍵

暗ｐＶ甑H2EＣ 

国県支出金 地方償 の他

１４３５６ 凶．’梢

８７００ 

５７５８ 

９８５９ 

１２１３ 

６０７ 

Ⅲ４５８８ １１９９７９ －５３９１ ７３４２０ ４１１６８ 

い■ｃ■ ①角②■

目 本年度 前年度比較

本年度の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

節

区分 金額
説明

1.一般管理費 114,588 119,979 -5,391 73.420 4１，１６８ 2.蛤科

3.職員手当等

4.共済費

8.報償費

9.旅賛

11.需用費

12.役務費

13.委舵料

15.エヨHHi負費

Ⅲ:震i鑿
21.貸付金

14,356 

8,700 

5.758 

9,859 

８ 

460 

1,213 

607 

7０ 

238 

73.319 

職員４人

職員５，７５８

報償金９，８５９

粗i通旅費８

消I報l費４２

日脇鰻本質４１８

手数料１，２１３

下７k道使用1q賦課j:C料作成義#EFI６０７

井木通,k器取付工率

日本下水斑､健全釘担金２３８

〕k洗lⅢ所等改造資金d貸付金 ７３，３１９ 

計 114,588 119,979 -5,391 73,420 41,168 



し、■ L●● h白砂DFS

(歌）1.下水道費 (項）２.下水道建設費 (単位：千円）

－２２７－ 

目 本年度 前年度比較

本年度の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

節

区分 金額

鋭 明

1.公共下水道
建設費

811,978 732,107 79,871 222,950 539,300 40.150 9,578 2.給科

3.職員手当等

4.共済費

9.旅賛

11.繍用費

12.役務費

13.婆舵料

14. 1K1用料及び

賃I尚料

15.工期団ifq費

18.燗HM3pk費

22.楠Hkh靴閥及

ZmHHR金

21,731 

13,258 

4,870 

8５ 

2p２９０ 

691 

147,300 

2＄４２２ 

552,700 

1,122 

65,500 

人５ 

０５６５９００１００３４２３ 
２００ 

７８６－９１４５００８９１３ 
２００ 

８ 

４３４ 
６ 

２１４７－ 
１０５ 

Ｐ 

９ 

０Ｏ 

Ｂ 

Ｓｐ■ 

４ 

１ 

７０ 

１ 

１２３ 

２２ 

６ 

１ 

員貝職．職
費費

趣

費本榴繩》
料繕催

》日－ 

費柵



－２２８－ 

(単位：千円）(鋤１.下水道賀 (項）２.下水道建股費

８１１９７８ ７３２１０７ ７９８７１ ２２２９５０ ５３９３００ ４０１５０ ９５７８ 

⑧他■■ｑｆＢ●■ 

目 本年度 前年度

び

比較

本年度の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

節

区分 金額

脱 明

27.公眠費 ９ 自：ibilmt錘 ９ 

｡ 

計 811,978 732,107 79,871 222,950 539,300, 40,150 9,578 



Ｐ■ ｌ■● ＬＤ■□● 

(歌）Ｌ下水道費 (項）３.施設管理費 (単位：千円）

－２２９－ 

目 本年度 前年度比較

本年度の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方償 その他
一般財源

節

区分 金額
説明

1.施設維持費 17＄.７６０ 169,242 5,518 170,670 4,090 2.給科

3.職員手当等

4.共済費

11.需用費

12.役務費

13.饗廃料

8,597 

4,499 

1,925 

60,648 

1,637 

94,542 

人２ 貝職

５０５２１８５４ ２０１５８２３７ ９１５７２２２Ｉ 
Ｐ９ Ｉ５ 
９Ｐ ５９ ２２ 

ｐ Ｉ 

０２４０３０５５３２９８００２０４３ ２７２０４０９１９３６４００６２７１ ０６６５３１０１４００６５０２ 
９ 

リ

サ

ワけり９

１ 

５ 

３ 

２４２２ 

５ 

２ 

岼鍛録

》》

生麺“中魎



－２３０－ 

(単位：千円）(項）３.施設管理費(:ij(）１.下水道費

ｑｍ Ｏ１ｂＤ ●釣③凸

目 本年度 前年度比較

本年度の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方償 その他

一般財源

節

区分 金額

税明

14. 使用料及び

fR櫛F１

15.エU臨聞負費

19.fh担金補助

及ZR交付金

27.公課費

6７ 

1,000 

1,836 

９ 

消防股I間保廉点検霞i擁Ｉ

クレーン傑守点&関羅目曾eFl

テレビ受圃料

週穀借遡鋼

(中継ポンプ潤）１５

(中継ポンプNil）４７

1５ 

１０ 

iHHB借上料４２

既設F琉艫ｴﾖＩＦ

下ﾉ川繍l蟹工UＪ

広域臆uR建設負担金１，８３６

自119ﾖｴHi圃鋭９

計 174,760 169,242 5,518 170,670 4,090 



￣■ 町● hDFＰ□ 

(鋤２．公俄賢 (項）１.公債費 (単位：千円）

国県支出令 地方債 その他

１００５１７１ 1010490 -５３１９ ３２００００ ５２０１０４ １６５０６７ 

－２３１ 

目 本年度 前年度比較

本年度の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

節

区分 金額
説明

1.元金 619,013 619,821 -808 243.700 32,473 342,840 23. 償還金利子

及Z藩ﾘｦI料

619,013 長Ｎｉ借j(金元念Ｉ画i曙i令 619,013 

2.利子 386,158 390,669 -4,511 76,300 132,594 177,264 23.償還金瀕f子

及Z鰯I引料

386,158 

剛､'入錘､蝋棚ｌｉｉ－時i由入金網f子償還金

計 1,005,171 1,010,490 -5,319 320,000 165,067 520,104 



－２３２－ 

(単位：千円）(綱３.予備鍵 (項）1.予備蕊

２０００ ２ＵＯＯ 

■■ ■■ 
ゴロ■■

目 本年度 前年度比較

本年鹿の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

節

区分 金額
脱明

Ｌ予傭澱 2,000 ０ 2,000 2,000 2,000 

計 2,000 ０ 2,000 2,000 



粗⑧ ■⑰ ⑬■。Ｕ■

給与費明細書
（１）総括

ｒ2千円

－２３３－ 

区分

職員数
口

(人）

給与饗

報酬 給料 職員手当 計

共済費 合 計 備考

本年度 1１ 44,684 26,457 7１，１４１ 12,553 83,694 

前年度 1１ 46,663 27,123 73,786 1２，７３９ 86,525 

比較 ０ ▲１，９７９ ▲６６６ ▲２，６４５ ▲１８６ ▲２，８３１ 

(単位：千円）

職員手当

の内訳

区分

本年度

前年度

比較

期末

12,749 

13,230 

▲４８１ 

勤勉

5,871 

6,158 

▲２８７ 

扶養

2，１９６ 

1，９４４ 

252 

管理職

1,058 

1,552 

▲４９４ 

住居

438 

264 

174 

時間外

3,480 

3,348 

1３２ 

通勤

655 

617 

3８ 

特殊勤務

0 

0 

０ 

管理職特勤

1０ 

1０ 

0 

(単位：千円）



－２３４－ 

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

ｎｈ 曲Pｑロゼロ唾

区分 増減額 増減事由別内訳 説明 備考

給料 ▲1，９７９ 

給与改定に伴う増減分

昇給に伴う増加分

その他の増減分

▲７４９ 

8０ 

▲１，３１０ その他▲１，３１０

給与改定率▲4.8％

実施時期Ｈ１8.4.1

減額率の改定▲l～5％

実施時期Ｈ１8.4.1

職員手当 ▲６６６ 
制度改定に伴う増減分

その他の増減分

▲３６０ 

▲３０６ 

期末手当▲１９７

勤勉手当▲９６

扶養手当２４

その他▲９１

その他▲３０６



＄■ ■ひ ｐ■、●

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての
前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該
年度以降の支出予定額等に関する調書

塾Ｉ１Ｚ２千I工

国県支出Ⅵ地方債その他一■

235 

事項 限度額

前年度末までの

支出（見込）額

期間 金額

当該年度以降の

支出予定額

期間 金額

左の財源内訳

特定財源

国県支出金 地方債 その他
一般財源

翌年度当初から発生する
恒常的な物件の借入れ及
び業務の委託に要する経
費であって、前年度中に
契約を締結する必要の生
じるものについての支出
負担行為

当該事項ごとに、翌年度の当
初予算額として鍛決を得た額

パーソナルコンピュータ

(システム）、電子複写
機、模写電送装圃、印刷
機、その他の駆務機器の
賃借であって、長期にわ
たり契約することが有利
と蝿められるものに係る
貸借料及び保守料

契約に定める額 契約に
定める期間

契約に定
める額

契約に定
める期１１１１

限度額に
同じ

境港市下
築工事委

ンター改
日本下水道事業団委託業務

90,000 

平成18年度 平成19年度 70,100 37,180 29,500 3,420 ０ 

施股の維持管理業務で
あって、長期にわたり契
約することが有利と認め
られるものに係る委託料

契約に定める額
契約に
定める期間

契約に定
める額

契約に定
める期間

限度額に
同じ

￣ 

(違f付２キロ）



－２３６－ 

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末
及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書

■､ Ｃ■ ＣＯＤ●句

区 分

前々年度末

現在高

前年度末

現在高見込額

当該年度中増減見込み

当該年度中

起債見込額

当該年度中

元金償還見込額

当該年度末

現在高見込額

1．公営企業債 12,684,948 12,892,329 859,300 607,039 13,144,590 

（１）下水道 12,684,948 12,892,329 859,300 607,039 13,144,590 

２．災害復｜日費 87,460 77,361 ０ 1１，９７３ 65,388 

（１）公共施設 87,460 77,361 ０ 1１，９７３ 65,388 

計 12,772,408 12,969,690 859,300 619,012 13,209,978 

(単位：千円）


